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2009 年  08 月  01 日  

熊野の旅 地図改訂 少し分かりよく・・・  

 いつも記事の下にグーグルのマイ地図へのリンクを張っていますが、長い間目印も

増やさず、目印の説明も書かずに放ってありましたが、久々に手を入れました。 
 よく考えたら、あの地図の目印のコメント欄にどんどん書いていったら、下手なブ

ログより分かりよい物になるんですね。 
 地図の部分がもう少し大きいともっと使い勝手が良さそうですがね。 
 下が、少し改訂した地図へのリンクです。 
 記事に新しい場所が出るたびにマークを増やせばよいのでしょうけど、無精者には

とても出来そうにありません。 
 この地図って、誰のＰＣでも同じように表示されるのでしょうね。 
 ＩＥのバージョンを昨日８にあげたのですが、あげる前の６の時も同じように出て

いましたから問題は無いのでしょう。 

 
 普段はバナーからのリンクですが、直接地図を貼ることも出来るみたいに書いてあ

りますが、グーグルのＨＴＭＬそのままでは駄目みたいですね。 
 そのうちに考えます。 

 
 今日は朝霞から長男一家が当直したのでこんな記事でお茶を濁します。 

 
Tags:熊野市 石畳 大又川             by je2luz | 2009-08-01 11:03 



2009 年  08 月  02 日  

熊野の旅 快晴 ほっとしたのは・・・  

 昨夜の防災無線はうるさかったです。 
 やたらと、警報の乱発で、国道・県道の通行止めの発表、土砂災害の警報… 
 最近はやたらと多いようです。 
 国道１６９号線の崩落事故以来、お役所はかなり神経質になっているようですから

ね。 
 たしかに、崖ではないところを探す方が難しいこの辺の道路ですから、予防的に通

行止めにするのも分かるのですが、これも、人身を守ると言うより、すぐに訴訟を起

こされる今の世相と関係があるようです。 

 
 雨が止んだのは遥か前の話で、空は快晴状態で猛暑になりそうなのに、やっと０９

時３０分になって全部解除になりました。 
 今の運転手は町中でも、タイヤの半分どころか車が水没しそうな時にでも走り回る

無謀なのが多いです。 
 ものの１０ｃｍも水があればガソリン車はエンジンが止まってもおかしくないし、

超低速でしか動かせないのが常識だったはずなのに…そして、深い水の中でエンジン

を止めずに動かすかが『軍用車両』の重要な開発項目だったはずなんですかねえ… 

そんな連中が、何かあったら道路管理者を訴えるのでは通行止めが増えても仕方ない

でしょう。 
 実は昨夜も、時々強く降るだけで、この辺では珍しい降りではなかったのですけど

ね。 
 山が崩れるのは、単純によく降ったからって物でもないのですけどね。 

 
 打って変わって朝から晴れ上がったのですが、これを見て大喜びをしたのは、『響

鼓 in 熊野』の関係者でしょうね。 
 予定通りここなせると言うことで主催者も嬉しいでしょうが、出演する団体はもっ

と嬉しいでしょう。 
 和太鼓なんてものは恐ろしく水に弱いです。 
 大木をくりぬいた胴体に本物の皮を張ってあるからです。 
 今のブラスバンドの太鼓は皮がプラスチックですけどね。 
 それだけに、「小雨決行」というのはかなり怖いことなのです。なにしろ、太鼓は

高いですからね。 
 和太鼓がブームになったのは、戦後の復興も終わり、日本中がかなり裕福になって

きた頃なんです。 

 
 今年も下のような日よけの下で熱演することだと思います。 
 私は少しだけ写真を撮ってくるだけになりますけどね。 
 まあ、せっかくのイベントなんですから、晴れてくれて良かったです。 
 少しとはいえ「記念通り」も賑わうでしょうからね。 
 売り上げには繋がりませんけどね。 



 

 カメラは センチュリー・グラフィック＋トプコール６５ｍｍ 
    ２００７年の『響鼓 in 熊野 2007』の物です。 
Tags:熊野市 モノクロ               by je2luz | 2009-08-02 10:04  

 

 

2009 年  08 月  03 日  

熊野の旅 無事終了 響鼓 in 熊野 2009  

 昨日の『響鼓 in 熊野 2009』の写真です。 
 途中で空模様が何度もおかしくなってきていましたから、主催者・スタッフ・出演

者は気をもんだと思いますが、無事に最後まで降らないで終われました。 
 昼間の部も例年に比べ日差しがほとんど無い分、涼しいはずなのですが、かなり蒸

し暑かったですね。 

 
 今年も熊野市役所の職労を中心に実行部隊が汗を流していました。 
 何しろ、ベルギーからなんて遠来の出演者を含め、大勢の太鼓叩きの大太鼓・小太

鼓・鉦などをわずかな時間で舞台から下ろして、次のをセットするのですからめまぐ

るしい物です。 
 何しろ、自分たちのものでは無いので、舞台裏には大きな見取り図が貼られ、太鼓

にも付箋が張ってあります。 
 それを見ないことには太鼓を据える事も出来ませんからね。 
 それに、ジャズバンドのようにバンドボーイなんてのを引き連れてくるわけでは無

いですからね。 
 野外舞台ですから、幕が下りるということは無いので、入れ替えの作業も見せます

から、もたつくわけには行きません。 

 
 舞台はスーパー・オークワの前、丁度、T 字路のなったところの突き当たり、木本

小学校の正門をふさぐ形で作られます。前の「記念通り」と T 字路で駅裏に向かう通



りが観客席になります。まことに都合よく T 字路になっているものです。 
 おまけに、バックが木本小学校の校舎なので音も跳ね返ってくれるし、何より、講

堂や教室などが大量の楽器類の準備室に使えるのもこの「響鼓 in 熊野」には都合の

良いことでしょう。 
 運動場は駐車場に開放してもらえるし… 

 
 と言うことで、今回はローライフレックスなんてのを引っ張り出して行きました。 
 ステージに登る訳には行かないのでポジションも距離もアングルも自由にならな

いのですぐに嫌になってしまうので困ります。 
 少しは出演者の熱演振りが伝わればよいのですが… 
 これだけ熱演してくれても、昼間の部の見物客は少ないです。 
 バードウオッチングの人なら秒単位で数え終われるほどですからね。 

 
 昨日は市民会館で何かやっていたようで、駐車場が一杯だったのはそちらだったの

かもしれません。 
 太鼓の会場と市民会館は 100m ほどしか離れていませんからね。 
 そちらは「有森裕子」さんだったかと思いますが、中年のご婦人方はそちらに行か

れたようです。 
 「講演会」の嫌いな私は覗きにも行きませんけどね。 
カメラは  ローライフレックス・オートマット MX クセナー 
Tags:熊野市 クラシックカメラ モノクロ        by je2luz | 2009-08-03 10:50 

 

 

 



 

2009 年  08 月  05 日  

熊野の旅 太鼓だけではない響鼓ｉｎ熊野  

 記念通り振興組合が主体でスターときった、太鼓の競演会、「響鼓 in 熊野」と言う

イベントも回を重ねてずいぶんスマートで手際よくなりました。 
 ある意味ではうまく発展したと言えるのだと思います。 
 市職労の若手・中堅を主力に多くのスタッフががんばって、ステージだけではなく、

毎月行っている「いこらい市」の大型版も同時開催されて、記念通りはほとんど全部

このイベントの会場になります。 
 仕方ない面もありますが、長くたつと、いろんな部門でスタートを切ったときのい

きさつなど忘れられ、伝承されていませんね。 
 ややもすると地元との遊離をも生み出しそうです。 

 
 出店のほうも、同じメンバーが一生懸命がんばっています。 
 疲れるだろうなあ…という感じを受けるグループも見受けます。 
 この面でも、「地域振興」「地場産業振興」なんて建前の看板は少しばかりずれてい

ることが多いのですけどねえ・・・ 
 長年、こうしたものに付き合い、地元以外まで出張を繰り返していた経験からそう

思います。 
 地元での出店は「赤字」が目に見えることは少ないです。しかし、遠出となるとし

っかり目に見える赤字も出てきます。 
 これは私のやっていたところだけではなく、地方自治体がらみで出店に協力してい

る団体や業者に共通する悩みなのです。 
 そして、永遠に役所には理解してもらえない部門です。 

 
 それだけに、炎天下でがんぱって居る出店の人には頭が下がります。 
 自分の日傭賃なんてのは計上もしなければ考えもせず、母体の団体の儲けのために

がんばるのです。 
 主催者などは、それを度外視して、このイベントでの売り上げは『〇十万円』とか

『×百万』だとか、実績発表します。 
 それも仕方ないことなんです。 
 営業ではなく、イベントを盛り上げないとイベント自体も消えますからね。 
 その当りのからくりと言うか、表面と実態と言うか…実質計算などされることも無

いですね。 

 
 せっかくのイベントですし、わざわざ出向いてくれてくれた人には楽しんで行って

貰わなくてはねえ… 



 

 
 

 熊野の特産品、「あまご」もつかみ取りと言う出し物でしょっちゅう協力していま

す。 
 この時も、真夏と言うことで、水温の高いのには弱い「あまご」はジェット水流の

ような勢いで水を動かして酸素を送り込んでも元気がなくなるので苦労していまし

た。 
 私が見ていた時は小さな男の子が仮設の生簀の中で「あまご」を追いかけていまし

た。 
 男の子がこけるのを期待してカメラを構えていたのですが、そうは行きませんでし

た。 
 でも、あとで歩いているのを見かけたらお尻などはたっぷり濡れていました。 
 かくして、子供とお母さんとおばあちゃんが楽しいひと時を過ごせたので店を開い

た意味も少しはあるわけです。 
 「あまごつかみどり 三匹５００円」だそうです。 

 
Tags:熊野市 熊野の味 モノクロ         by je2luz | 2009-08-05 14:52 



2009 年  08 月  06 日  

熊野の旅 店は場所 演者は時間  

 都会の地下街などで押すな押すなの人通りに見えるところでも、通り抜け出来ない

一角などに、ぽっかり人の居ない場所があります。 
 イベントやお祭りの出店でも、場所によって随分人の流れが変わります。 
 前を人が通ってこそ「見込み客」になるのです。 
 出店外の先行きが見渡せるようになると、U ターンする人も多いですから… 

 
 出し物に関しても、今回の太鼓のように長丁場になると。演じる時間によって随分

観客の数が変わります。 
 前売り券なし、無料…それだけに、見に来るほうは気楽なものです。午後二時ごろ

から夜８時ごろまでの間に適当に出かければやっているだろうってことですからね。 
 趣味のある人には色んな太鼓の名前を聞いたら、あれも聞きたい、これも見たい…

と、なるのでしょうけどね。 

 

 
 かく言う私も、適当に出かけ、行き当たりばったりでたまたま舞台に居るグループ

の写真を撮ることになります。 
 私の場合は「写真」が主ですから、こうして昼間の時間帯に出かけますが、８月第

一日曜と言う設定ですから、何しろ暑いです。出かける気の人も、二の足、三の足を

踏むらしく少ないですね。 
 日が傾かないと、生ビールを飲む気分にもなれないようです。 



 
 こうした状況下でずっと二時間も三時間も太鼓を聞き続けるのはかなりの忍耐が

要りそうですからね。 
 遠来の演者を含め数が多いですから、出番は一回です。 
 出演順によって随分観客の数が変わりますから、気の毒なような面もありますね。 
 プロの歌手の舞台などなら、早い時間は「前座」の歌手やお笑い芸人が勤めますか

ら、例え盛り上がりが少なくても、それなりに本人たちは充実しているのでしょうけ

どね。 
 この『響鼓 in 熊野』では、前景気をあおって客を増やすこともままならないでし

ょうしね。 
 女の子のグループを押し出しても群がる若者層が不在ですし…（私の写真枚数は増

えるかも…） 
 いけ面兄ちゃんのグループを売りにしても黄色い声を上げて舞台にぶら下がるギ

ャル軍団も見込めないし…（こちらの時はカメラは観客向くでしょう） 
 高校生から上が地元に居なくなっているのですから・・・ 
 主催者は色々と考えているのでしょうけどねえ・・・ 
 カメラは・・・上・・・ローライフレックス・オートマット X 
     ・・・下・・・ミノルタα7700i  
Tags:熊野市 モノクロ            by je2luz | 2009-08-06 10:01  

 

 

 

 

 

2009 年  08 月  07 日  

熊野の旅 月例 広報くまの ８月号より  

 今月も『広報 くまの』が配られてきました。 

 



 人の動き 
        平成２１年７月１日現在 
  人口   ２０．４２４人 （－４０） 
   男    ９．５０８人 （－２２） 
   女   １０．９１６人 （ －６） 

 
  世帯数  １０．０２５世帯 （－６） 

 
 と言うことで、実にコンスタントに減少を続けています。 
 なくなられた方はいつもながら老齢者が中心です。 
 この数字は紀和町と合併した当時とほぼ同じだと思います。４年ほどで地方自治体

としての紀和町一個分消えていったわけです。 
 この半世紀ほど、何も先進地的なことのなかった熊野市ですが、人口動態だけは間

違いなく先進地です。 
 将来の日本の姿をシュミレーションすればこうなるのでしょうね。 

 
 花火大会にこられる方へ 
 例年通り、８月１７日に開催されます。 
 そして、例年通りの交通規制が敷かれます。 
 木本町と井戸町の一部には正午以降、許可証（通称・丸花マーク）の無い車は乗り

入れできません。 
 許可証の発行は熊野警察署で８月１４日まで行っています。 
  運転する本人の運天免許証 
  使用する車の車検証（コピー可） 
  印鑑 
 これだけ持って交通課の窓口に申請してください。 
 土・日は休み ８時３０分～１７時１５分 です。 
 本来はこの地区内に住居や職場、配達先などがある場合に限られますが、親戚の家

があるとか駐車場があるとかでも発行されます。 



 近年は当日のチェックが結構真面目にやられますから入るつもりの人は取って置

いてください。 

 
Tags:熊野市 紀和町 モノクロ           by je2luz | 2009-08-07 09:05  

 

 

 

 

2009 年  08 月  08 日  

熊野の旅 言い訳・・・大泊海水浴場  

 
今日の熊野市大泊海水浴場です。 
 天候は晴れ、風穏やか、台風八号の波も遊泳に影響があるほどでは無し… 
 時間はお昼頃… 
 海水浴客のピークの時間帯です。 
 そして、今週が海水浴シーズン最後の週末です。 
 そろそろ、本格的に台風の余波がいつも出ているし、「クラゲ」のシーズンに入り

ますから、来週辺りからは客ががくんと減ってくる時期なのです。 
 今年は、6 月頃の早い時期にはこの辺は良く晴れたのですが、海水浴シーズンでは

なかったし、夏休みに入ると戻り梅雨のような天気で泳げないし・・・ 

      

 今年も大泊の浜には茶店が建っています。 
 しかし、全く駄目でしょうね。 
 海水浴場入り口になる階段の所の茶店は、以前にはそこにあった製材所が経営して

いましたが、今では製材をやっていた人の自宅だったところにはリゾートペンショ

ン？風の建物が建っているし。茶店もどうやらそこの経営に変わったようですが、閉

鎖されたままです。 



 地元の人にとっても、入り口からして寂れたように見えます。 

 
 
 と言うことで、今日はシーズン盛りのはずの『大泊海水浴場』に行きました。 
 ブログ記事を探しにではなく、長男坊の家族に引っ張られて、孫娘の写真を撮りに

行き、ブログもこんな時間になりました。 

 
 前にも書きましたね。 
 熊野の海水浴場は、水は綺麗だし、人は少ないし… 
 人ごみの無いところで海を満喫できますよ。 
 子供連れでも子供を見失う心配は無いし、カップルでも彼女を軟派でさらわれるこ

とも無いでしょう。 
 ぜひ来年はここの海で遊んでください。 
Tags:熊野市                  by je2luz | 2009-08-08 19:49 

 

 

 

 

 

2009 年  08 月  09 日  

熊野の旅 当地最大のレジースポット 太地  

 紀伊半島南部は全域でそれぞれ観光地を自認しています。 
 山の緑はすがすがしく、海はこれ以上深みが無いだろうという青さです。 
 集落や町が飛び飛びにしか無いので、自然が多く残されています。 
 だから、どこに降り立っても美しい景色が目の前に広がっています。 
 そうした『田舎』が国道４２号線沿いだけでも２００Km も続きます、山の中の国

道１６８号線・１６９号線・２０９号線３１１号線などの沿線もほぼ全線、家も畑も

無い山中を走ります。 
 つまり、紀伊半島は『自然』が売り物なのです。 
 でも、来てみれば良い所ですが、この過密な日本列島も、都会と工業地帯と一部の

平野地帯を除けば「田舎」は大体こういうものです。 
 それだけに、「自然」だけでは集客力がありません。 
 だから、三重・和歌山・奈良の三県知事は『世界遺産登録』に熱意を示したのです。 

 
 指定は受けても何しろ広い範囲に点在する形の「世界遺産」になりました。 
 『紀伊山地の霊場とその参詣道』の『その』でくくられる『熊野古道』はそれこそ

紀伊半島南部のほとんどの自治体の山中に残っていました。 
 広すぎてこれまた集客力が分散しているのも確かです。 
 各地区の入込み観光客数は、国内旅行華やかなりし昭和３０年代・４０年代より落

ち込んでいるかもしれません。 

 



 このように、ほぼ自然を見せるしかない紀伊半島南部で、『レジャー施設』として

登場し、全国でも珍しかったのが『太地くじら博物館』でしょう。 
 江戸時代の初め、慶長年間にはきちんとした形で行われた『捕鯨』の流れを汲んだ

鯨取りを生かし、さらに、地形を利用して行う『追い込み漁』で無傷の「イルカ」「ク

ジラ」が捕獲されるので、それを飼育、調教して芸を見せると言う方向に進みました。 
 自然を利用した小さい入り江を仕切った天然の生簀で泳ぐ、「イルカ」『クジラ』「シ

ャチ」はそれだけで遠来の観光客を喜ばせた物です。 
 これが出来て４０年ほど…段々と都会に近く、便利なところに大きな施設を持った

レジャー施設が増えてきた、足場が悪く狭い『太地』には遠来の人が来なくなってき

ました。 
 「イルカ」「クジラ」では本家本元なのですけど… 
 いま、もっとお客の来ているレジャーランドに居る「イルカ」たちはここから派遣

された物が多いようですが、本家の方は過疎化が進むようで… 

 
 先日は中一日で、『太地くじら博物館』と『南紀白浜・アドベンチャーワールド』

を見てきました。 
 こじんまりした田舎風レジャー施設と都会風巨大レジャー施設を見比べる形にな

りました。 
 施設の規模が全く違うし、立地も大阪からの高速道路がすぐそばまで伸びていて簡

単にこられるようになった白浜とかなり強行軍しないと日帰りできない太地では、ど

ちらに行こうか…なんて関西圏の人には比較の対象にならないでしょうね。 

 
 ファミリーで少しのんびりクジラや入りかと遊びたい…というなら、小さいからこ

そ出来るものもあります。 



 写真のボートなどもその一つです。 
 透明のカヤックに乗って、生簀の中に漕ぎ出すと、「イルカ」や「クジラ」が寄っ

てきて餌をおねだりします。 
 カヤックはその子たちに押されてあっち向いたりこっち向いたり… 
 餌代込みで一人千円は高いのか安いのか… 
 子供も大人も大喜びするのは確かです。 
 たった一艘浮かべていましたが、夏休みで久々の晴天だと言うのに、順番待ちの列

などありません。 
 ショーの合間には桟橋からこの子たちへの餌やりも出来ます。 
 白浜ではいなくなった「シャチ・オルカ」もここでは健在でショーを見せてくれま

す。 
 二十数年飼育しているようで、今回一緒に行った孫娘のお父さん、私の長男坊が子

供のときに見た子と同じですね。 

 
 熊野や新宮の子供たちには近くて、その日になってから思い立っても日帰りで遊び

にこられる有難いレジャー施設なのですが、それでは見込み客が少なすぎます。 
 息子が小さかった頃に比べ、この辺の子供は半減していますしねえ… 
 頑張ってもらいたいですが、世界遺産の『熊野古道歩き』のハイカーとは全く結び

つきませんしね。 
 飼育したイルカのレンタルや売却でなんとか息をつないで欲しいですが、そのレン

タルが自分の首を絞めるのでしょうしね。 
 大都市近郊でも難しいレジャー施設を辺地で維持するのは大変ですね。 
 カメラ Rollei Flex Automat X 
Tags:国道４２号線 世界遺産 昭和             by je2luz | 2009-08-09 11:39 

 

 

 

 

2009 年  08 月  10 日  

熊野の旅 南紀最大のレジャーランド 白浜  

 南紀という呼び方のなんと広いことか・・・ 
 最近では三重県側を『東紀州』などと呼ぶこともありますが、もとは「紀伊長島」

から始まって、紀伊半島を串本まで国道４２号線を 130Km ほど南下、最南端で V 字

型にターンして今度は６０Km ほど北上した『南部』なども全部『南紀』でした。 
 その広きこと・・・特急の停車駅でも、紀伊長島ー尾鷲ー熊野市ー新宮ー勝浦ー串

本ー白浜ー田辺とあります。 
 この広い範囲の南紀の中で全国的にも名前の通ったレジャー施設の最大の物は、南

紀白浜『アドベンチャー・ワールド』でしょう。 
 ３０町歩ほどの敷地なんでしょうか？その中に、『サファリパーク』『遊園地』『水

族館』を全部そろえた大きな物です。 

 



 白浜はかつては「関西の奥座敷」とも言われ、温泉場で有名でしたし、観光客も温

泉が目的でした。 
 白浜の町には大小の温泉旅館が並び、土産物屋が軒を並べた物です。 
 夜になると、浴衣姿に下駄履きの観光客がうろつくと言う日本の観光地の代表的な

町でした。 
 今ではそうした旅館や土産物屋が廃業し、町中は寂しい物です。 
 今は、どこでもそうですが、どでかいホテルが建てられ、そうしたホテルではみや

げ物まで売店で揃い、建物の中で『白浜温泉』が完結するようになっていますから、

夜の街には人が出ません。 
 それに、温泉場につき物の「ストリップ劇場」なんてのも、家でポルノが自由に見

られる時代には流行らないようです。 

 
 そして、今の南紀白浜を代表するのが『アドベンチャー・ワールド』で、呼び物は

『パンダ』です。 
 パンダの繁殖に成功している、世界でも数少ない動物園で、中国にパンダをお返し

するくらいです。 
 今は子供の二頭のパンダが人気を博しています。 

 
 大阪からは『阪和自動車道』がそばまで来ていますから、日曜祭日なら１０００円

２時間ほどで来られるでしょう。 
 かつては泊りがけの観光地、新婚旅行のメッカだった南紀白浜が、日帰りの遊園地

と化したのです。 
 私が行った日も、夏休みと言うことでかなりの人出でした。 
 大阪・神戸・泉佐野など関西ナンバーの車が並び、親子連れが暑さに負けずに歩き



回っていました。 
 夜の営業時間になると、やはり客の引き上げは少し早目です。 
 日帰り客がほとんどですから、帰りの２時間とかを計算しますからね。 

 
 生き物が沢山居て、遊園地の機械が動き、アトラクションが一杯あって… 
 かなりの数のスタッフが必要な施設です。 
 どこでもそうですが、生き物はオフシーズンであろうと関係なく口を動かしますか

ら経費は同じように掛かります。 
 大きな雇用をも生み出すので地元には有難い施設とはいえ、経営は結構大変なので

しょうね。 
 込んでいるシーズンや込んでいる日にしか、私たちはこうした施設に入ることは無

いですから、華やかな面だけ見ますけどねえ… 
 本当に若いスタッフに支えられていますが、どうして中年のおじさんおばさんのス

タッフが居ないのか不思議ですね。 
 施設が出来て何十年にもなるのですが、ベテランになるまで生き残れないのかもし

れません。 
 別に、サファリのライオンやトラに食われるわけではないでしょうけどね。 

 
Tags:国道４２号線 南紀 モノクロ           by je2luz | 2009-08-10 10:19 



2009 年  08 月  11 日  

熊野の旅 何でも抱き込む大都会 温泉・水族館  

 紀州には古くからの温泉が沢山あります。 
 南紀白浜+椿、勝浦+湯川、湯峰+川湯など隣接した温泉場が古くは湯治場として

開け、近代になって観光地として栄えました。 
 旅行が今のファミリー旅行ではなかった時代には、男どもが羽根を伸ばすための施

設があったものです。 
 ストリップ・射的場…そして、温泉芸者などです。 

 
 近代になると南紀には色んなレジャー施設が誕生しました。 
 「太地くじら博物館」「串本海中公園」「白浜アドベンチャーワールド」などに加え、

「孫太郎」などという少し目的のはっきりしない物などです。 

 
 そして、竹下さんの「故郷創生」とやらの一億円、二億円のばら撒き施策で最初の

異変が起きました。 
 火山列島なので少し深く掘れば地熱も上がるし、上がらなくても岩の間の水を引っ

張り出せば何がしかの成分は溶け込んでいます。 
 温度があれば『温泉』、なければ『冷泉』と呼ばれるものです。 
 少し前までは 1000ｍも掘るのは非常に難しかったのですが、竹下さんが金をばら

撒いた頃には金さえあれば 2000ｍでも…という時代になっていました。 
 そこで、当時の３３００の自治体の多くが「温泉掘り」にその金をつぎ込みました。 
 かく言う私の所、熊野市も「新鹿」でボーリングをやり、少し低めで加熱の必要は

あるのですが、『温泉』を掘り当てました。 
 かくして、数百あるか無いかと言われた日本の温泉は２０００を越すと言われるよ

うになったのです。 

  
 昭和４０年代なら、温泉があれば観光地の端くれくらいには入りましたが、このと

きから、温泉はあって当たり前…となり「〇〇温泉」と言うのが客寄せにはあまりな

らなくなったのです。温泉が無いと「温泉も無いのお？」と言われる始末です。 

 
 かくして、日本中温泉だらけになったと思ったら、それなら…とばかりに東京など

では都心にどんどんボーリングして『大江戸温泉村』なんて物を作りました。 
 遠くまで行かなくても、温泉に入れるし、今のファミリーのほしそうな施設はそろ

えてあるし…交通費と時間が掛からないので、料金が少々高くても一日遊べます。 
 と言うことで、近郊をあわせて２０００万都民県民の温泉場行きを阻止しています。 

 
 かつては南紀だ志摩だというような田舎の綺麗な海のあるところに存在した「水族

館」も技術の進歩で水の汚い大阪湾のそばでもやれるようになり、田舎資本では思い

も寄らない施設投資をして『海遊館』なんて物が出現しました。 
 これらも足場が良く、気楽に出かけられます。 
 かくして、綺麗な海の場所が独占してきた海辺の観光施設も大都会に吸収されまし

た。 



 
 「串本海中公園」などは、出来た時には『海の中を体験できる…』と評判を呼んだ

ものですが、所詮は自然のままです。せいぜい少しばかりの餌で魚をつなぎとめるだ

けです。 
 「じんべいざめ」が泳いでいる訳ではないし、イワシだっていつも大群で頭の上を

泳ぐわけではありません。 
 アトラクション性など今では感じられなくなっています。 
 太地なども町の予算が逼迫していますから、大型水槽を作ることも出来ず、下手す

るとマニアが個人で持っている水槽より小さいのではないかと言う水槽もあります。 

 
 かくして、田舎に出かけて味わっていた物が都会の中で手軽に得られるようになっ

たのです。 
 いかがわしい風俗も、「温泉場なら…」と、期待を抱かせたのですが、今では都会

の方が一杯あります。 

 
 田舎からの「お登りさん」はお金を使います。でも、都会からの「お下りさん」？

はお金を使ってくれません。 
 人口も政治もお金も…一極集中が進んでゆきますね。 

  
カメラは Rollei Flex Automat X 

 
Tags:昭和 国道４２号 モノクロ    by je2luz | 2009-08-11 10:52  



2009 年  08 月  12 日  

熊野の旅 木本町本町通り 祭り町？  

 『熊野古道通り夜市』 なんてお祭りが準備中です。 
 日時は８月１６日日曜日 小雨決行 
 場所 熊野市木本町本町通り三丁目 熊野商工会議所周辺 
 出し物 行燈の点灯 午後５時～９時 
      陶芸絵付け教室 
      夜店 午後５時～９時 
      熊野大花火館 商工会議所一階 
      盆踊り 午後７時～９時 
  浴衣着特典 浴衣を着て行くと流しそうめんや金魚すくいがただになるなど特

典があるそうです。 
   主催 くまの商工会議所 0597-59-3435 

 
 と、言うもので、今日の新聞にはカラー刷りのチラシも入っていました。 
 スポンサー集めはしなかったらしく、裏が真っ白なチラシでした。 
 本当のスポンサーは三重県のようですが・・・ 
 チラシの一番下に・・・『地域資源∞全国展開プロジェクト事業』とあります。 

 

 このような、横断幕も本町通りの二箇所に上げられています。 
 毎回企画に合わせた横断幕が用意されるのも大した物です。 

 
 この本町関連のイベントとなると、私の友人二人がまさに実行部隊として動き回り

ます。 
 その一人は音響などになると私に相談を持ちかけてきます。 
 何しろアマチュア無線の先輩で子供の同級生で、私が熊野に帰ってきてから最初に

知り合ったこちらの人と言える人ですから、無精者の私も少しだけ手助けしたりしま

す。 
 以前の全部自前の時代には、私の車載アンプとスピーカーで宣伝カーを仮設で作っ

て呼び込みに回ったりしていたものです。 



 その頃は、予算は無いが実行部隊は若かったです。 
 そうですねえ…今より２０歳も３０歳も若かったのですからね。 
 そして、見てみるとメンバーは同じようです。 

 
 花火の前の晩にイベントをやるなんて、大したエネルギーです。 
 昔なら、考えられなかったでしょうね。 
 ８月１７日の花火大会が『木本の花火』だったし、近在からの来客もあり、各家々

がお祭り気分で、お寿司だなんだと用意して浮かれていましたからね。 
 もちろん、木本町ほぼ全戸が分に応じて寄付もしていましたから、参加意識が強か

ったのです。 
 だから、前の日などには…だったでしょうね。 

 

 今日は同じ場所の写真が二枚あります。 
 上は今までどおりのモノクロでミノルタα7700i にミノルタのズーム 28-85 を付

け 28mm で撮った物です。 
 下ははじめて手にするデジイチのソニーα350にコシナの19-35ズームを付け19
ｍｍで撮っています。 
 実質的にはほぼ同じ画角になります。 
 このカメラはレンズがそっくり共用できます。従って、普通に買うデジタルカメラ

用の標準ズームレンズは買いませんでした。 
 目下テスト中ですが、今までのデジタルカメラの場合はシャッターを切ってから動

くまで下手すると 3 秒ほど掛かってカメラの向きを変えてからフラッシュが光るな

んてありましたが、今度は大丈夫でしょう。 
 これからも主体はモノクロで速報分がデジタルのカラーと言う方針で行くつもり

です。 
 あまりギンギラギンに綺麗な画面は私の記事に会わないでしょうからね。 

 
Tags:熊野市 石畳 モノクロ             by je2luz | 2009-08-12 10:4 

 


